
令和8年度 長崎県全国がん登録研修会

演習問題
エラー・警告等の修正方法

長崎県がん登録室



令和8年度『演習問題』

【問1】局在と側性

エラーが発生しました。正しい情報に修正して下さい。

原発部位は「甲状腺（C73.9）右葉」、CTにて甲状腺癌と診断された

甲状腺（ C73.9 ） 側性（ 1.右側 ）

正しい情報に修正

甲状腺（ C73.9 ） 側性（ 7.側性なし ）

2

エラー



令和8年度『演習問題』

【問2】局在と側性

エラーが発生しました。修正・対応方法として正しいものを選択して下さい。

肺（C34.9）の両側に悪性腫瘍の診断。手術目的に他施設紹介となった。
また、左右どちらも原発とする。

側性（ 3.両側 ）

正しい情報を選択

Ⓐ 側性（ 1.右側 ）

Ⓑ 側性（ 2.左側 ）

Ⓒ 側性（ 1.右側 と 2.左側 どちらも届出が必要 ）

Ⓓ 側性（ 7.側性なし ）

Ⓔ 側性（ 9.不明 ）
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エラー



令和8年度『演習問題』

【問3】形態コードと進展度・術後病理学的

エラーが発生しました。正しい情報に修正して下さい。

原発部位は、胸部食道（C15.1）
病理診断は、Squamous cell carcinoma in situ, NOSであった。
胸腔鏡下切除術施行。

形態コード（ 8070/3 ）
進展度・術後病理学的（ 400.上皮内 ）

正しい情報に修正

形態コード（ 8070/2 ）
進展度・術後病理学的（ 400.上皮内 ）
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エラー



令和8年度『演習問題』

【問4】形態コードと進展度・術後病理学的

エラーが発生しました。正しい情報に修正して下さい。

原発部位は、結腸（C18.9）
病理診断は、上皮内腺癌であった。
術後病理は、pTisN0M0

形態コード（ 8140/2 ）
進展度・術後病理学的（ 410.限局 ）

正しい情報に修正

形態コード（ 8140/2 ）
進展度・術後病理学的（ 400.上皮内 ）

エラー
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令和8年度『演習問題』

【問5】診断施設と治療施設
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エラーが発生しました。正しい情報に修正して下さい。

前医で肝細胞癌と診断されたが高齢のため積極的な加療は行わず、BSCの方針に決定。
自施設にBSC継続のため紹介受診。

診断施設（ 2.他施設診断 ）
治療施設（ 3.他施設で初回治療を開始後に、自施設に受診して初回治療を継続 ）

正しい情報に修正

診断施設（ 2.他施設診断）
治療施設（ 3.他施設で初回治療を開始後に、自施設を受診して初回治療を継続 ）

あれっ？

治療施設「2」＋診断施設「3」の届出票は、
登録室よりお問合せさせていただくことがあります。



令和8年度『演習問題』

【問6】診断施設と治療施設
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（届出票一部抜粋） 診断情報 ⑪診断施設 ○ 1.自施設診断 ● 2.他施設診断

⑫治療施設 ○ 1.自施設で初回治療をせず、他施設に紹介又はその後の経過不明

○ 2.自施設で初回治療を開始

● 3.他施設で初回治療を開始後に、自施設に受診して初回治療を継続

○ 4.他施設で初回治療を終了後に、自施設を受診

○ 8.その他

自施設初回治療

観血的治療 ⑱外科的 ○ 1.自施設で施行 ● 2.自施設で施行なし ○ 9.施行の有無不明

⑲鏡視下 ○ 1.自施設で施行 ● 2.自施設で施行なし ○ 9.施行の有無不明

⑳内視鏡的 ○ 1.自施設で施行 ● 2.自施設で施行なし ○ 9.施行の有無不明

㉑観血的治療の範囲 ○ 1.腫瘍遺残なし ○ 4.腫瘍遺残あり ● 6.観血的治療なし ○ 9.不明

その他治療 ㉒放射線療法 ○ 1.自施設で施行 ● 2.自施設で施行なし ○ 9.施行の有無不明

㉓化学療法 ○ 1.自施設で施行 ● 2.自施設で施行なし ○ 9.施行の有無不明

㉔内分泌療法 ○ 1.自施設で施行 ● 2.自施設で施行なし ○ 9.施行の有無不明

㉕その他治療 ○ 1.自施設で施行 ● 2.自施設で施行なし ○ 9.施行の有無不明

お問い合わせをすることがあります。正しい情報に修正して下さい。

乳がんの患者様に、前医で初回治療として、切除術と化学療法の治療計画が立てられた。
前医で乳房切除術を施行し、治療後、化学療法の継続を依頼された。

あれっ？



令和8年度『演習問題』

【問7】局在と診断コード

8

エラーが発生しました。正しい情報に修正して下さい。

他施設にてPSA腫瘍マーカーを実施。
PSA高値、前立腺がん（C61.9）と診断された。

診断根拠（ 4.部位特異的腫瘍マーカー ）

正しい情報に修正

診断根拠（ 4.部位特異的腫瘍マーカー ）

エラー



令和8年度『演習問題』 9

警告がたちました。正しい情報に修正して下さい。

他施設にて多発性骨髄腫の診断。化学療法を実施。

局在コード（ C42.1 ）
進展度・治療前（ 499.不明 ）
進展度・術後病理学的（ 660.手術なし又は術前治療後 ）

正しい情報に修正

局在コード（ C42.1 ）
進展度・治療前（ 777.該当せず ）
進展度・術後病理学的（ 660.手術なし又は術前治療後 ）

【問8】C42.0（血液）・C42.1（骨髄）と進展度

警告

エラー



令和8年度『演習問題』 10

エラーが発生しました。正しい情報に修正して下さい。

自覚症状あり。前医より、胃癌疑いにて自施設を紹介受診。
腹部CTと内視鏡下生検を行い胃癌・肝転移と診断。
観血的治療はせず経過観察の方針が決定した。なお、情報提供書には不明な点が多い。

診断施設（ 1.自施設診断 ）
治療施設（ 8.その他 ）
発見経緯（ 8.その他 ）
進展度・術後病理学的（ 499.不明 ）

正しい情報に修正

診断施設（ 1.自施設診断）
治療施設（ 2.自施設で初回治療を開始 ）
発見経緯（ 8.その他 ）
進展度・術後病理学的（ 660.手術なし又は術前治療後 ）

警告

【問9】局在と診断コード

エラー



令和8年度『演習問題』 11

エラーが発生しました。正しい情報に修正して下さい。

手術を施行しているが、診療情報には原発部位不明と記載されていた。

側性（ 9.不明 ）
診断根拠（ 1.原発巣の組織診 ）
進展度・治療前（ 410.限局 ）
進展度・術後病理学的（ 660.手術なし又は術前治療後 ）

正しい情報に修正

側性（ 7.側性なし ）
診断根拠（ 2.転移巣の組織診 ）
進展度・治療前（ 499.不明 ）
進展度・術後病理学的（ 660.手術なし又は術前治療後 ）

【問10】原発部位不明（C80.9）

エラー

！
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